
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホーム純心苑

目標達成計画 作成日：　令和　　５　年　９　月　２０　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1
地域密着型事業所として、地域における役割や
関わりを加える等見直しも検討願いたい。

地区の区長様、及び住民の方たちと、交流
を深め問題等が発生した時に、相談出来る
様な体制を構築したい。
（地域←　当苑　→　地域）

コロナ禍中は、多数との接触を控える等を徹底
している為、終息後の判断が出来次第、地域の
皆様と会合を開く機会を検討していく。

１４ヶ月

2 2
将来の福祉を担う学生に実習の場として提案す
る等の取り組みを期待したい。

併設グループホーム桃寿苑に、本年度中、
地域の福祉科の学生が実習に赴く事のなっ
ているので、状況を見て当苑へも実習を招く
よう周知して貰う。

地域の福祉科の学生が、実習へ参加し、学生
等の反応を見聞きする中で、苑にとっても良い
刺激が有った様なので、来年度は当苑へも実
習等の受理が出来る事を相談する。

１２ヶ月

3 4
今後、運営推進会議を活用し、参加者や家族と
防災訓練を実施することも良いと思われる。

併設グループホーム及び有料ホーム、デイ
ケア等とを含め、地域の住民や防災対策組
織との合同訓練を開催する。

コロナ禍中は、多数との接触を控える等を徹底
している為、終息後の判断が出来次第、地域の
皆様と会合を開く機会を検討していく。

１４ヶ月

4 6
チェックシートなどで自己を振り返る機会を持つ
ことも必要と思われる。

苑無い野スタッフ一同へチェックシートを活
用し勉強会、会議にて談義をし改善策を導く
ようにしていく。

毎月一回程の勉強会を開催しており、その都度
チェックシートの問題点を題材にし会議検討を
する。

６ヶ月

5 33
ホームに出来得る最終の支援が行われており、
今後は職員の意向を聞きながらメンタル面も含
め、必要と思われる。

家族との会談に於いて、担当スタッフを同席
させ、日常の介護に携わっている出来事を
知らせる方針をすリ合わせし、安心出来るよ
うに最終の支援を行っていく。

コロナ禍中は、多数との接触を控える等を徹底
している為、終息後の判断が出来次第、最終の
支援を行う方が存在する場合は、会意義を開く
機会を検討していく。

１４ヶ月
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6 35

今後は火災に加え自然災害についても意識を
持って取り組まれることを期待したい。また、運
営推進会議を活用した訓練の開催も有効と思
われる。

地域の区長様や住民の方たちと、交流を深
め、火災、自然災害時に協力を得られる様
に運営推進会議を通じて、地域の担当者へ
協力を仰ぐ機会をの場を設ける。

コロナ禍中は、多数との接触を控える等を徹底
している為、終息後の判断が出来次第、地域の
皆様と会合を開く機会を検討していく。

１４ヶ月

7 40
入居者の楽しみとなる食事支援が継続されるよ
うに検食簿を活用する事を検討する。

現行で検食簿を活用し食事の改善が少なか
らずおこなわれるているが、まだ細部まで
は、作り手の許容も有り、徐々に楽しんで頂
く食事を提供したい。

検食簿を利用し、作り手との会議を開催し、楽し
める料理を提供していくにはどうすべきかを検
討する。

６ヶ月

8 45
今後は、洗剤については安全面から別の場所
で管理する方がの望ましいと思われる。取り組
みに期待したい。

入居者の手の届かない場所を検討し、速や
かに潜在等の置き場を検討する。

安全な場所を決定し、スタッフへ周知させ、事故
が発生しない様に徹底する。

１ヶ月

9 49

車の往来を見ながら外気浴を楽しまれていた。
歌も飛び出しいつもの光景であることが窺え
た。感染症終息後の新たな取り組みが期待され
る。

ホーム内への日光の配光を利用して、外気
浴を行っている。

コロナ禍中は、多数との接触を控える等を徹底
している為、終息等の判断が出来次第施設の
外に出て外気浴を実施する。

１４ヶ月

10 52
職員の関わりが何より入居者の安心につなが
る事を共有しており、変わらぬ支援の継続に期
待したい。

引き続き、支援の継続を実施する。

コロナ禍中は、多数との接触を控える等を徹底
している為、終息等の判断が出来次第、施設の
外へ出向き職員と共に地域の方々と支援を協
力して頂けるようお願いする。

１４ヶ月

11 54

家族が居室内の整備を一緒に出来るような機
会を持たれることを期待したい。その旨を家族
へ発信しておくことで安心につながると思われ
る。

苑だよりを活用し、家族の都合に合った時間
を調整頂く様にする。

コロナ禍中は、多数との接触を控える等を徹底
している為、終息等の判断が出来次第、家族の
協力が得られる様、日頃より報告をする。

１４ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。


